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特
集
3
ー
2

①
序
論
：
歴
史
的
転
換
期
に

立
つ
世
界
の
労
働
運
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
の

社
会
・
経
済
的
回
復
が
道
半
ば
の
中
、
世

界
の
労
働
者
は
気
候
危
機
の
深
刻
化
、
民

主
主
義
の
後
退
、
地
政
学
的
緊
張
の
高
ま

り
と
い
っ
た
複
合
的
な
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
争

奪
が
激
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
済

的
影
響
力
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
ま
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
複

雑
化
や
人
権
侵
害
の
リ
ス
ク
増
大
な
ど
、

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
か
つ
て
な
い

ほ
ど
不
安
定
か
つ
脆
弱
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
、
2
0
2
5

年
11
月
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
第
4
回
世
界
大
会
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
4
年
に
一
度
の
こ
の
大
会
に
は
、
世
界

中
か
ら
1
0
0
0
名
を
超
え
る
代
表
が
参

集
し
、
次
期
4
年
間
（
2
0
2
5
～
2
 
0
 

2
9
）
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
方

針
を
示
す
新
た
な
「
ア
ク
シ
ョ
ン・プ
ラ
ン
」

を
採
択
し
た
。

　

本
プ
ラ
ン
は
、
多
国
籍
企
業
と
資
本
が

引
き
起
こ
す
負
の
側
面
を
労
働
者
の
側
か

ら
い
か
に
制
御
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
と
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
図
る
か

と
い
う
国
際
労
働
運
動
の
核
心
課
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
う
も
の
で
あ
る
。
今
大
会

は
、
単
な
る
政
策
論
議
の
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
行
動
す
る
4
年
間
」
の
起
点
と
し
て
、

明
確
な
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
世
界
に
発
信

す
る
場
と
な
っ
た
。

②
４
つ
の
柱
：
構
造
と
理
念

　
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、
今
後
4
年

間
の
国
際
労
働
運
動
の
行
動
指
針
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
包
括
す
る
4
本
の

柱
を
基
盤
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

1.
平
等
と
労
働
者
の
権
利
を
求
め
る
闘
い

2.
労
働
組
合
の
力
の
構
築

3.
資
本
へ
の
責
任
賦
課

4.
公
正
な
移
行
を
通
じ
た
未
来
の
形
成

　

こ
の
4
本
柱
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
課

題
領
域
を
担
い
つ
つ
、
相
互
に
補
完
・
連

関
し
合
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
労
働
者
の
権
利
」
の
保
障
が
な
け
れ
ば
、

気
候
変
動
へ
の
対
応
に
お
け
る
公
正
さ
は
成

立
し
な
い
。「
資
本
へ
の
責
任
賦
課
」
を
強

化
す
る
に
は
、
強
固
な
「
組
織
化
」
が
前
提

と
な
る
。
各
柱
は
縦
割
り
で
な
く
、
交
差
的

に
機
能
す
る
戦
略
枠
組
み
と
し
て
設
計
さ

れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
体
を
貫
く
横
断
テ
ー
マ
と
し

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
若
年
層
の
参
画
、

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、
移
民
労
働
者
の

保
護
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
国
際

労
働
運
動
の
多
様
性
と
包
摂
性
を
反
映
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
労

働
運
動
の
再
構
築
と
勢
力
回
復
の
鍵
と
し

て
「
新
た
な
組
織
化
モ
デ
ル
」
が
重
視
さ

れ
て
お
り
、
草
の
根
か
ら
の
結
集
と
国
際

的
連
携
の
双
方
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
構
造
的
枠
組
み
の
下
、
各
柱
に
は

具
体
的
な
行
動
項
目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

加
盟
組
織
の
実
践
を
後
押
し
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
次
章
で
は
、
4
本
柱
そ
れ

ぞ
れ
の
重
点
テ
ー
マ
と
取
り
組
み
の
方
向

性
を
詳
述
す
る
。

〈
４
つ
の
柱
の
概
要
〉

第
１
の
柱
：
平
等
と
労
働
者
の
権
利
を

求
め
る
闘
い

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
結
社
の
自

由
、
団
体
交
渉
権
、
I
L
O
中
核
的
労
働

基
準
の
尊
重
な
ど
、
基
本
的
な
労
働
者
の

権
利
の
保
護
と
強
化
を
最
重
要
課
題
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
国
政

府
に
よ
る
労
働
者
の
権
利
侵
害
や
、
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
に
よ
る
不
当
な
組
合
排
除
へ

の
対
抗
を
含
む
、
包
括
的
な
権
利
擁
護
の

行
動
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
I
L
O
1
9
0
号
条
約
の

批
准
と
国
内
法
整
備
を
通
じ
た
職
場
に
お

け
る
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
L
G
B
T
I+

の
権

利
保
護
、
若
年
層
・
障
が
い
者
・
移
民
・

少
数
民
族
な
ど
の
包
摂
的
参
加
の
確
保
と

い
っ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
加
盟
組
織
に
は
、
各
国
の
実
情

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
2
0
2
5

－
2
0
2
9
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に
応
じ
た
法
制
度
整
備
の
働
き
か
け
と
並

行
し
て
、
組
合
内
の
規
約
改
正
や
活
動
方

針
に
お
け
る
具
体
的
施
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
支
え
る
た
め
に
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
加
盟
組
織
へ
の

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
提
供
、
政
策
提
言
の

支
援
、
国
際
連
帯
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
展
開
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
特
に
、
性

暴
力
に
関
す
る
意
識
変
革
と
実
効
的
な
防

止
対
策
を
組
合
主
導
で
行
う
よ
う
促
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
A
I
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
管
理
・

デ
ジ
タ
ル
監
視
の
拡
大
と
い
っ
た
技
術
革

新
が
労
働
者
の
尊
厳
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

与
え
る
影
響
を
深
刻
に
捉
え
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
即
し
た
人
権
保
護
の
原
則
を
策
定

す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
職
場
へ
の

技
術
導
入
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
と
労
使

協
議
の
原
則
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
技
術

に
よ
る
監
視
・
評
価
の
仕
組
み
に
対
し
労

働
組
合
が
意
見
を
述
べ
る
制
度
の
整
備
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
、
失
業
保
険
、

医
療
、
介
護
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
の

強
化
も
平
等
実
現
の
基
盤
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
社
会
的
保
護
を
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
せ
る
た
め
の
政
策
形
成
に

組
合
が
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
ま
た
、
社
会

的
不
平
等
の
拡
大
や
、
移
民
排
斥
・
人
種

差
別
と
い
っ
た
排
外
主
義
的
な
言
説
に
対

し
、
組
合
が
反
差
別
・
包
摂
の
価
値
を
軸

に
社
会
運
動
を
主
導
し
て
い
く
立
場
を
明

確
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
国
際
機
関
や

政
府
へ
の
政
策
提
案
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
全
世
界
的
な
労
働
環
境
の
向
上
を

め
ざ
す
と
し
て
い
る
。

第
２
の
柱
：
労
働
組
合
の
力
の
構
築

　

急
速
な
産
業
構
造
の
変
化
、
雇
用
形
態

の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
組
合
の
組

織
化
と
内
部
体
制
の
強
化
は
最
重
要
の
戦

略
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
労
働
者
、
非
正
規
雇
用
、
女
性
、
若

年
層
、
移
民
と
い
っ
た
従
来
の
組
織
化
の

枠
外
に
あ
っ
た
労
働
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

組
織
化
の
具
体
策
と
し
て
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
支
援
、
戦

略
的
資
源
配
分
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

の
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
行
う
。

ま
た
、
加
盟
組
織
に
よ
る
自
律
的
な
組
織

化
戦
略
の
策
定
を
促
し
、
実
効
性
の
高
い

計
画
へ
の
資
金
や
技
術
的
支
援
を
集
中
す

る
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
産
業
構
造
の
転
換
に
対
応
す

る
能
力
を
高
め
る
た
め
、
教
育
訓
練
制
度

の
整
備
や
幹
部
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
組
合
幹
部

層
の
多
様
化
と
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
、
持
続
可
能
な
運
動
に
直
結
す
る
重
要

課
題
と
さ
れ
る
。

　

組
合
の
内
部
改
革
と
し
て
は
、
民
主
的

な
意
思
決
定
構
造
へ
の
見
直
し
や
、
女
性
・

若
年
層
の
参
画
推
進
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
性
別
や
世
代
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て

の
組
合
員
の
声
が
反
映
さ
れ
る
体
制
を
整

備
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
観
点
か
ら

意
思
決
定
機
関
の
構
成
を
再
設
計
す
る
こ

と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
活
動
の
成
果
を
可
視
化
す
る

た
め
、統
計
デ
ー
タ
の
収
集
と
活
用
、定
量・

定
性
評
価
に
よ
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

導
入
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
争
議
時
に
お

け
る
国
際
的
緊
急
連
帯
体
制
の
強
化
や
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
力
の
向

上
、
バ
ー
チ
ャ
ル
集
会
な
ど
の
導
入
も
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

第
３
の
柱
：
資
本
へ
の
責
任
賦
課

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
対
す
る
制
度

的
な
拘
束
力
の
強
化
を
運
動
の
中
心
に
据

え
て
い
る
。
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協

定
（
G
F
A
）
の
拡
大
と
そ
の
履
行
徹
底
を

軸
に
、
企
業
の
人
権
・
労
働
権
尊
重
を
担

保
す
る
新
た
な
仕
組
み
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

G
F
A
は
単
な
る
合
意
文
書
で
は
な
く
、

履
行
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
違
反
時
の
是

正
措
置
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
体
制
、
労

働
者
参
加
型
の
監
視
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を

含
む
制
度
的
な
構
築
が
必
要
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
企
業
と
組
合
の
信
頼
関
係
に
基
づ

く
対
話
の
維
持
と
、
透
明
性
の
確
保
を
重

視
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
H
R

D
D
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に
義
務
化
の

動
き
が
進
む
中
で
、
企
業
に
人
権
リ
ス
ク
の

特
定
・
予
防
・
是
正
の
義
務
を
課
す
法
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
は
各
国
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る

と
と
も
に
、
企
業
に
対
し
て
も
独
自
の
行

動
規
範
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を
求
め

て
い
る
。

　

企
業
の
社
会
的
責
任
（
C
S
R
）
や
E

S
G
投
資
に
お
い
て
も
、
労
働
者
の
視
点

が
不
十
分
な
実
態
を
改
善
す
べ
く
、
投
資

機
関
へ
の
働
き
か
け
、
評
価
指
標
の
見
直

し
、
企
業
の
非
財
務
情
報
開
示
制
度
の
改

アクションプラン
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善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
分

野
で
は
、
取
締
役
会
等
に
お
け
る
労
働
者

代
表
の
参
加
促
進
、
組
合
の
意
見
が
企
業

戦
略
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
も
重

点
項
目
と
さ
れ
る
。

　

脱
税
、
租
税
回
避
、
利
益
移
転
に
よ
る

社
会
的
損
失
を
是
正
す
る
た
め
、
国
際
税

制
の
整
備
を
促
進
し
、
O
E
C
D
・
I
L
O

な
ど
と
連
携
し
た
制
度
提
言
を
強
化
。
企

業
買
収
に
よ
る
雇
用
喪
失
リ
ス
ク
に
も
対

応
す
る
た
め
、
労
働
者
の
事
前
協
議
権
の

確
保
や
雇
用
維
持
条
項
の
導
入
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

第
4
の
柱
：
公
正
な
移
行
を
通
じ
た

未
来
の
形
成

　

気
候
変
動
や
産
業
構
造
の
転
換
が
進
む

中
で
、
労
働
者
の
雇
用
・
生
活
を
守
る
「
公

正
な
移
行
（Just T

ransition

）」
が
戦
略

の
中
核
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
労
働
者
を
「
変
化
の
受

け
手
」
で
は
な
く
「
変
化
の
担
い
手
」
と
し

て
位
置
づ
け
る
視
点
か
ら
、
制
度
設
計
の

主
導
権
を
労
働
側
が
握
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

へ
の
移
行
に
伴
う
雇
用
喪
失
や
再
配
置
の

影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
政
府
に
よ
る

社
会
的
対
話
の
場
の
創
設
、
職
業
訓
練
・

再
教
育
制
度
の
整
備
、
職
種
転
換
の
た
め
の

支
援
政
策
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
回
復
力
を
高
め
る
産

業
戦
略
と
、
脱
炭
素
へ
の
移
行
に
よ
る
新
た

な
雇
用
創
出
の
支
援
策
も
重
要
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
公
正
な
移
行
を
進
め
る
意
思

決
定
モ
デ
ル
と
し
て
、
政
府
・
企
業
・
労
働

組
合
等
に
よ
る
三
者
構
成
が
提
案
さ
れ
て

お
り
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関

与
を
確
保
す
る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
女
性
や
若
年
層
の
参
画
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
意
見
反
映
な
ど
、
包
摂
性
を
高
め
た

政
策
設
計
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
に
お
い
て
は
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
労
働
か
ら
の
移
行
支
援
、
最

低
賃
金
制
度
の
整
備
、
法
制
度
未
整
備
地

域
へ
の
労
働
基
準
適
用
と
い
っ
た
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
移
転
や
資
金

支
援
の
国
際
枠
組
み
、
現
地
労
働
者
の
声

を
反
映
す
る
対
話
体
制
の
整
備
も
含
め
、

南
北
問
題
の
克
服
に
向
け
た
制
度
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

2
0
2
5–

2
0
2
9
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
が
国
際
労
働
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

各
国
の
実
情
に
即
し
た
具
体
的
な
活
動
を

支
援
・
展
開
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し

た
行
動
指
針
で
あ
る
。
日
本
の
労
働
組
合

に
と
っ
て
も
、
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
て
、
国
際
連
帯
や
政
策
提
言
の

方
向
性
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
戦
略
形
成
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
。

③
日
本
代
表
団
の
発
言

　

世
界
大
会
で
は
、
加
盟
各
国
の
代
表
か

ら
、
現
場
の
課
題
と
そ
れ
に
基
づ
く
行
動

提
起
が
相
次
い
だ
。
日
本
か
ら
は
J
C
M

加
盟
産
別
の
代
表
者
が
登
壇
し
、
各
柱
に

関
連
す
る
現
場
の
実
情
や
政
策
的
要
望
を

訴
え
た
。

　

ま
ず
I
C
T
・
電
機
・
電
子
部
会
を
代

表
し
て
、
神
保
電
機
連
合
会
長
は
「
公
正
な

移
行
」
を
推
進
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。

特
に
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入
に
際

し
、
労
働
者
の
権
利
や
雇
用
を
脅
か
す
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
透
明
性
の
確
保

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

管
理
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
が
掲
げ
る
A
I
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
実
現
に
向
け
、
部
門
と
し
て
の
取
り
組

み
強
化
を
提
起
。
さ
ら
に
、
労
働
者
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
推
進
や
、
社
会
対
話
を
通
じ

た
技
術
変
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
に
も
言

及
し
、
産
業
横
断
で
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
神
保
会
長
は
、
I
C
T
・
電
機
・
電
子

部
会
の
共
同
部
会
長
と
し
て
今
後
も
本
部

と
連
携
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
労
働
の
調

和
を
目
指
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

　

次
に
、
造
船
・
船
舶
解
撤
部
会
の
共
同

部
会
長
を
務
め
る
津
村
基
幹
労
連
委
員
長

が
登
壇
し
、「
労
働
組
合
の
力
の
構
築
」
に

関
連
し
て
発
言
。
世
界
の
造
船
業
界
が
軍

事
・
防
衛
船
の
需
要
増
な
ど
を
背
景
に
回

復
基
調
に
あ
る
一
方
、
熟
練
労
働
者
不
足

と
い
う
共
通
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
若
者
や

女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

や
、
移
民
労
働
者
が
公
平
に
働
け
る
労
働

環
境
の
確
保
が
持
続
可
能
な
産
業
形
成
に

不
可
欠
で
あ
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
急
増

が
見
込
ま
れ
る
船
舶
解
撤
の
分
野
に
つ
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
ー
ス
（
造
船
国
）
と
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
（
解
撤
国
）の
連
携
強
化

が
重
要
で
あ
り
、
現
場
労
働
者
の
団
結
と

神保電機連合会長
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い
運
動
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
姿
勢
を
示

し
た
。

〈
J
C
M
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
の
受
け
止
め
〉

　

今
回
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
2
0
2

5-

2
0
2
9
は
、
気
候
変
動
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
地
政
学
的
緊
張
、
格
差
の
拡
大
と
い
っ

た
複
合
的
な
危
機
の
時
代
に
、
世
界
の
労

働
者
が
連
帯
し
、
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦

略
を
持
っ
て
立
ち
向
か
う
た
め
の
重
要
な

指
針
で
あ
る
。
J
C
M
と
し
て
も
、
そ
の

内
容
は
現
在
の
日
本
の
労
働
組
合
が
直
面

し
て
い
る
課
題
と
多
く
の
点
で
重
な
っ
て

お
り
、
自
組
織
の
活
動
に
落
と
し
込
む
べ

き
具
体
的
な
示
唆
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
「
組
合
の
力
の
構
築
」
に
関

し
て
は
、
日
本
で
も
組
合
組
織
率
の
低
下

や
若
年
層
・
非
正
規
雇
用
層
へ
の
組
織
化

の
難
し
さ
が
続
い
て
お
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
が
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
た
「
戦

略
的
な
組
織
化
」、「
女
性
や
若
年
層
の
意

思
決
定
参
画
の
促
進
」、「
国
際
的
な
連
帯

構
築
」
は
、
日
本
に
お
い
て
も
喫
緊
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。
現
場
の
声
を
土
台
に
し
た
草
の

根
の
組
織
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
資
す

る
組
織
運
営
の
見
直
し
、
人
材
育
成
強
化

な
ど
、J
C
M
が
今
後
注
力
す
べ
き
分
野

と
し
て
認
識
を
新
た
に
し
た
。

　

ま
た
、「
資
本
へ
の
責
任
賦
課
」
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
で
の

人
権
侵
害
や
労
働
搾
取
に
対
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
枠
組
み
協
定
（
G
F
A
）
や
人
権
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
H
R
D
D
）
を
通

じ
た
責
任
あ
る
企
業
活
動
の
追
及
を
強
化

す
る
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
製

造
業
を
中
心
と
す
る
日
本
の
金
属
産
業
に

と
っ
て
も
、
調
達
先
や
取
引
先
の
行
動
を

含
め
た
人
権
リ
ス
ク
の
管
理
は
今
後
一
層

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
あ
り
、

国
際
的
な
潮
流
を
踏
ま
え
た
対
応
の
加
速

が
急
務
で
あ
る
。

　
「
公
正
な
移
行
」
で
は
、
脱
炭
素
化
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
雇

用
構
造
や
職
務
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

影
響
を
受
け
る
労
働
者
が
「
取
り
残
さ
れ

な
い
」
た
め
の
制
度
整
備
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
再
教
育
・

再
訓
練
）、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
、

地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
雇
用
創
出
な
ど
、

J
C
M
と
し
て
も
加
盟
組
織
や
行
政
、
産

業
界
と
の
連
携
の
も
と
で
具
体
的
な
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
平
等
と
労
働
者
の
権
利
を

求
め
る
闘
い
」
で
は
、
I
L
O
条
約
の
遵

守
や
L
G
B
T
I+

を
含
む
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
権
利
確
保
、
A
I
に
よ
る
労
働
監
視

へ
の
対
抗
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
へ
の
対

応
が
示
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
法

制
度
や
企
業
行
動
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
政
策
提
言
力
の
強
化
と
い
っ
た
役
割

を
担
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

J
C
M
と
し
て
は
、
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
を
、
国
際
的
な
潮
流
と
自
国
の
課

題
を
接
続
す
る
"
羅
針
盤
"
と
捉
え
、
加

盟
組
織
と
と
も
に
そ
の
実
践
に
つ
な
げ
て

い
く
。
世
界
の
仲
間
と
連
帯
し
つ
つ
、
国

内
で
も
社
会
的
対
話
の
拡
充
、
政
策
へ
の

関
与
、
現
場
の
実
践
の
強
化
を
通
じ
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
精
神
を
具
現
化

し
て
い
き
た
い
。

国
際
連
帯
の
力
で
、
安
全
で
持
続
可
能
な

産
業
の
発
展
を
実
現
し
て
い
く
決
意
を
表

明
し
た
。

　

河
野
J
A
M
副
会
長
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
の
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

問
題
や
職
場
で
の
孤
立
の
深
刻
化
を
背
景

に
、
労
働
者
が
自
ら
の
声
を
上
げ
に
く
い

環
境
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。

そ
う
し
た
中
で
、「
支
え
合
い
の
文
化
を
再

構
築
し
、
組
合
が
つ
な
が
り
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
る
べ
き
」
と
主
張
。
さ
ら
に
、

日
系
企
業
の
海
外
展
開
が
進
む
中
で
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
が
国
を
越
え
て
つ

な
が
る
重
要
性
を
指
摘
し
、
職
場
横
断
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通
じ
て
、
新
し
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